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論　　文　　の　　要　　旨
一スルフィルイミンおよびスルホキシイミンは半極性S－N結合を有する3価および4価のスルホ
キシドおよびスルホンと同電子異性の化合物である。従ってスルホキシドやスルホンによく似たよ
うな化学反応性が期待されるのであるが、スルフィルイミンおよびスルホキシイミンの化学につい
ては研究は未だ十分されていない。本論文に記載されている内容はスルフィルミンおよびスルホキ
シイミンのS－Nの半極性結合に特有な性質を検討する目的で種々行われた化学反応の研究をまと
めたものである。
　第亙章には炭素鎖の短かいジアルキルスルホキシイミンを溶媒として用いると典型的なアルキル
ハライド類の求核置換反応、Sn2反応，がDMF（ジメチルホルムアルデヒド）やDMS○（ジメチル
スルホキシド）のような極性非プロトン溶媒中での反応と同じように加速されてくるという発見に
ついて書かれている。
　第2章ではスルホキシイミンがカルベノイド化合物と非常に容易に反応するということを見出し
たこと。しかもその反応で生成するオキシスルホニウムイリドが立体保持をしているという立体化
学の研究が述べてある。
　第3章はスルホキシイミンが銅などの金属イオンと錯体状付加体を形成するということを第2章
に書かれている研究中に見出されたことからヒントを得てヨそれよりももっと錯体形成を助けるよ
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うなピリジン環を結合したスルフィルイミンやスルホキシイミンの合成とそれらの性質について書
いてある。そして予測した通り2一ピリジルスルフィルイミンやスルホキシイミンは銅イオンと安
定な錯体状付加体を生成することを見出している。
　第4章はジフェニルスルフィルイミニルスルホニウム塩のアニオン伺リガンドが異なったりヨ溶
媒が違ってくると，その構造がスルホニウム塩になったり。スルフラン構造をとったりするという
現象とスペクトルのデータを基礎にして考察し明かにして行った研究が書かれている。
審　　査　　の　　要　　旨
　第1章で述べられているジメチルスノレホキシイミン（DMSOI）がメタノールとの混合溶媒として
はDMFとかヨDMS○よりずっと求核反応性を促進するすぐれた溶媒でありヨしかもこのDMSOIの
ようなスルホキシイミンはいろんな金属塩をよく溶解するという知見はヨ学問的に非常に興味があ
るのみならず、工業的な種々の応用への発展が期待されよう。第2章で述べてある光学活性のスル
ホキシイミンとジアゾマロネートの反応で立体保持した光学活性のオキソスノレホニウムイリドが得
られるという発見は硫黄原子上の置換反応の新しい立体化学的な大切な知見としていつまでも残る
研究である。第3章に述べてあるピリジン環に直接結合しているスルフィルイミンとかスルホキシ
イミィの各種誘導体は銅イオンなどのような重金属イオンのよいキレート剤としての将来への展開
を示唆するものでヨこの種のパイオニア的研究としての意義は大きい。また第4章に述べてある研
究はジフエニルスルイミニル画スルホニウム型のような比較的単純なスルホニウム型と考えられる
化合物も相手のリガンドや溶媒によってはスルフラン型の構造をとることを示した点雪有意義であ
りヨ重要な知見として残るものと考えられる。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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